
今月の主な内容

今月の表紙
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　新年明けましておめでとうございます。
　昨年11月21日(日)、県中学校駅伝競走大会
が農村総合センター周辺コースで開かれ、野
上中学校女子チームが初優勝、男子チームも
４位入賞を果たしました。
【写真：スタートする１区の選手たち（女子の
部・ゼッケン24は野上中学校の細峪由麻選手）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ

と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。平

素
は
町
行
政
に
多
大
な
ご
支

援
ご
協
力
を
頂
き
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
紀
美
野
町
長
選

挙
に
お
き
ま
し
て
、
皆
様
方
の
多

大
な
る
ご
支
援
を
頂
き
、
再
選
の

栄
を
頂
戴
致
し
ま
し
て
か
ら
、
早

や
１
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。「福

祉
の
充
実
し
た
町
」に
す
る

た
め
、
皆
様
に
約
束
さ
せ
て
頂
い

た
、
医
療
費
の
無
料
化
に
つ
き
ま

し
て
は
、
中
学
生
ま
で
に
引
き
上

げ
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
で
は
、
非
課
税
世
帯
に
全
額
助

成
を
行
う
と
と
も
に
中
学
生
以
下

や
妊
婦
に
は
、
半
額
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
の
地
域
活

性
化
事
業
に
よ
り
公
共
施
設
、
特

に
小
中
学
校
の
設
備
改
修
工
事
や

き
め
細
か
な
児
童
福
祉
の
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
事
業
と
し

て
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

並
び
に
要
援
護
高
齢
者
見
守
り
事

業
、
更
に
は
田
舎
暮
ら
し
支
援
事

業
等
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

ま
た
、「
夢
と
活
気
の
あ
る
町
」

に
す
る
た
め
、「
き
み
の
め
ぐ
り

愛
２
０
１
０
」と
し
て
の
婚
活
事

業
や
10
周
年
を
迎
え
た「
の
か
み

ふ
れ
あ
い
公
園
」の
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
は
じ
め
、「
世
界
民
族
祭
」や

「
農
林
商
工
ま
つ
り
」は
町
内
外
よ

り
多
く
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
昨
年
よ
り

続
く
不
況
を
脱
却
す
べ
く
国
に
お

き
ま
し
て
は
、
様
々
な
経
済
対
策

予
算
を
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
先
行
き
が
不
透
明
で

依
然
と
し
て
、
厳
し
い
状
況
の
中

で
、
紀
美
野
町
独
自
の
経
済
対
策

と
し
て
、
商
工
業
者
並
び
に
農
業

者
に
対
す
る
利
子
補
給
を
実
施
す

る
と
と
も
に
農
業
従
事
者
の
促
進

を
図
る
為
に
農
業
機
械
購
入
補
助

等
を
実
施
し
、
町
民
の
皆
様
方
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
方
々
が
心
配
し

て
お
ら
れ
た
テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
化
対
策
は
、
平
成
22
年

3
月
31
日
に
竣
工
式
を
行
い
、
電

波
の
届
か
な
い
一
部
地
域
に
は
難

視
聴
対
策
と
し
て
事
業
を
実
施
し
、

大
部
分
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
内
に
あ
る
組
合
立
の
五
色

台
駐
車
場
の
拡
張
工
事
や
野
上
厚

生
病
院
の
精
神
科
病
棟
も
平
成
22

年
に
竣
工
致
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
町
づ
く
り
を
さ
ら
に

進
め
、「
夢
と
活
気
の
あ
る
町
」、

「
福
祉
の
充
実
し
た
町
」、「
安
心

し
て
住
め
る
町
」づ
く
り
に
、
私

の
持
て
る
力
全
て
を
出
し
、
頑
張

っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ

て
希
望
に
満
ち
た
良
い
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

野上小学校で飼育されているウサギの「ココア」と卯年生まれの児童たち（6年生）
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現
在
、
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
平

成
22
年
度
事
業
を
見
ま
す
と
、
道

路
関
係
で
は
平
中
通
２
号
線
や
福

田
松
瀬
線
、
神
野
市
場
福
田
線
、

谷
線
な
ど
町
道
９
路
線
、
林
道
毛

原
下
滝
ノ
川
線
、
ま
た
、
県
道
で

は
奥
佐
々
阪
井
線（
野
鉄
代
替
道

路
）な
ど
３
路
線
、
国
道
３
７
０

号（
２
ケ
所
）で
、そ
れ
ぞ
れ
新
設
・

改
良
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
関
連
事
業
で
は
、
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置（
41
基
）、
地
籍

調
査
事
業（
三
尾
川
地
区
の
一
部
・

赤
木
地
区
）、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

事
業
等
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
空
・
山
・
川
の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る

　
　

美
し
い
ふ
る
さ
と
」
を
め
ざ
し
て

進
行
中
の
主
な
平
成
22
年
度
事
業

こ
の
ほ
か
、
ソ
フ
ト
事
業
を
含

め
、
新
規
事
業
や
継
続
事
業
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

紀
美
野
町
消
防
団
第
14
分
団

第
1
部
（
毛
原
宮
）
に

「
消
防
団
救
助
資
機
材
搭

載
型
車
両
」
が
配
備
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
た
び
総
務
省
消
防
庁
よ
り
、

救
助
等
に
関
す
る
消
防
団
員
の
技

術
の
向
上
と
活
動
の
充
実
を
図
る

た
め
、
消
火
資
機
材
の
ほ
か
救
助

資
機
材
を
装
備
し
た
多
機
能
型
の

車
両
及
び
救
助
資
機
材
一
式「
消

防
団
救
助
資
機
材
搭
載
型
車
両
」

を
団
員
の
教
育
訓
練
用
と
し
て
、

紀
美
野
町
消
防
団
第
14
分
団
第
1

部（
毛
原
宮
）に
貸
与
さ
れ
、
教
育

訓
練
の
ほ
か
、
災
害
出
動
や
広
報

活
動
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

町道動木志賀野線（釜滝地区）

ふれあいサロン事業

工事が進む県道奥佐々阪井線（野鉄代替道路・小畑地区）

国道370号（樋下地区）

合併処理浄化槽の設置

町道福田松瀬線

林道毛原下滝ノ川線（滝ノ川地区）

町道柴目七山バイパス線（長谷地区）

寺
本
町
長
か
ら
西
澤
保
行
分
団
長
に

車
両
の
鍵
が
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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民生委員・児童委員地区担当名簿 ( 任期３年・敬称略）
地区担当 氏　名 電話番号 地区担当 氏　名 電話番号 地区担当 氏　名 電話番号
下佐々 西田　美世 489-3911 奥佐々 小谷　尊規 489-3597 今西・松ヶ峯・菅沢 前𡶡　完侑 498-0241
下佐々 田渕　晴民 489-3024 中　田 大谷　延由 489-3785 田 榎本　真弓 498-0152
下佐々 向井　紀弘 489-2390 坂　本 北谷　茂昭 489-3247 谷 中尾   　登 498-0220
下佐々 佐々中祥泰 489-3326 東　野 西山　清治 489-3462 中・滝ノ川 井谷　洋子 498-0227
下佐々 大山乃里子 489-3770 西　野 赤阪　恵子 489-3774 毛原下・小西 中谷　明己 499-0460
動　木 清田　憲次 489-5410 釜　滝 北　   雅允 489-4266 毛原中・毛原宮 西澤　保行 499-0232
動　木 寺中シゲミ 489-5100 松　瀬 廣井　傳治 489-3893 毛原宮・毛原上 西　　　茂 499-0178
動　木 寺中　俊也 489-2734 国木原 神谷久美子 489-3778 毛原上・長谷宮 大和　公明 499-0472
小　畑 西本　順好 489-4724 福　田 東　   佳代 495-2301 長谷宮 中前セツ子 499-0234
小　畑 柳瀬　正代 489-4689 福田・永谷 北谷　　泱 495-2115 井堰・蓑垣内 三宅きく子 497-0175
小　畑 北山　宣生 489-4140 神野市場1・2 土屋　育子 495-3351 真国宮・蓑津呂 谷口　博信 497-0397
小　畑 中尾　育男 489-3903 神野市場３・４ 柳本　文子 495-2484 花野原・初生谷･北野 岡　　博誠 497-0505
柴　目 西原　　貢 489-3415 野中･安井・南畑 東垣内秀廸 495-2400 円明寺・勝谷・四郷 藤井　秀夫 497-0245
長　谷 内田ヒロミ 489-4556 箕六・樋下 玉川　義則 495-2535
吉　野 小田   　茂 489-3678 上ヶ井・三尾川 北峯  範之 495-2801 地区担当 主任児童委員 電話番号
吉　野 池本　博文 489-2892 大角･津川 松本　　規 495-2548

町内全域
堀　　有子 489-2001

福　井 吉村　耕治 489-3164 明添・鎌滝 西　くみ子 495-2876 森谷美喜子 495-2222
梅　本 南　　智子 489-2963 赤木・高畑・桂瀬 仲前　充子 495-2578 木元　敦子 499-0126

入所資格 平成23年4月1日現在、町内在住の小学1年生
から3年生までの児童で、昼間保護者（家族を
含む）が家庭においてお子さんの保護に当たれ
ない場合に対象となります。

入所期間 平成23年4月1日～平成24年3月31日
※土曜・日曜・祝日・夏期（8月13日～ 16日）・
年末年始（12月29日～ 1月4日）は休所とし
ます。

開設場所 ○野上学童保育所（定員25名）
　動木1445番地（野上小学校内）
○下神野学童保育所（定員12名）
　神野市場218番地（文化センター内）

開設時間 ・放課後～午後６時
・学校休業日（土曜・日曜・祝日は除く）
　は、午前８時～午後６時

保 育 料 月額5,000円（但し、長期休暇中は別料金。
生活保護・準要保護世帯、同一世帯第２子以降
は減免措置があります。保育料以外の諸経費に
ついては、入所案内書類で確認してください。）

平成23年度　紀美野町立学童保育所　入所受付

問い合わせ　教育委員会　総務学事課　℡489－5909

申込方法 入所を希望する保護者は、所定の入所申請書に
必要事項を記入後、勤務等証明書・所得証明書
を添付の上、教育委員会総務学事課（役場本庁
２階）または、学事生涯学習室（文化センター）
に提出してください。なお、入所申請書一式は、
上記申込先及び野上学童保育所に備え付けてい
ます。また、紀美野町役場ホームページからも
ダウンロードできますので、ダウンロード後印
刷し、ご記入下さい。

提出期間 平成23年２月１日（火）～２月18日（金）
そ の 他 ・今年度に入所している児童で、来年度も引き

続き入所を希望される方も改めて入所申請
書を提出してください。

・各学童保育所には定員があるため、入所申請
内容を審査のうえ、面接等行い、家庭状況
を考慮して、入所者の選定を行います。（入
所審査のため入所が、遅くなることがあり
ます。）

・今年度から、所得証明書〔平成22年度（21
年分）〕が必要になります。

民生委員・児童委員改選
平成22年12月１日付けで、下記の方々が厚生労働大臣より民生委員・児童委員に委嘱されました。

　  主な仕事は次のとおりです。
○ 高齢者福祉に関すること。
○ 児童福祉に関すること。
○ 生活保護に関すること。
○ 身体障害者福祉に関すること。
○ 母子福祉に関すること。
○ 青少年健全育成に関すること。

　その他、生活や悩みごとに関することは、お近く
の民生委員・児童委員に相談して下さい。秘密は厳
守されます。
　くわしいことは、民生委員・児童委員協議会まで
連絡して下さい。（保健福祉課　TEL 489-9960）
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剣
に
取
り
組
み
、
災
害
に
対
す
る

心
構
え
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
６
日
午
後
７
時
か

ら
、
平
吉
見
海
南
鋼
管
自
主
防
災

組
織
よ
る
家
具
の
転
倒
防
止
講
習

会
が
平
地
区
集
会
所
で
行
わ
れ
、

約
70
名
が
参
加
し
熱
心
に
受
講
し

ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
の
訓
練
申
込

は
、
役
場
総
務
課【
℡
４
８
９
︱

５
９
１
２
】ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

毛
原
小
学
校
の
全
校
児
童（
12

名
）が
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
地
域
の
た
め
に
自
分
た
ち
で

も
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
い
う

こ
と
で
、
11
月
９
日
の
午
後
、
４

つ
の
班
に
分
か
れ「
ク
リ
ー
ン
作

戦
」を
実
施
し
ま
し
た
。
活
動
内

容
は
、
公
衆
ト
イ
レ
４
カ
所（
長

谷
宮
・
毛
原
宮
２
カ
所
・
毛
原
中
）

の
清
掃
、
毛
原
宮
の
駐
車
場
の
清

掃
、
国
道
や
通
学
路
の
ゴ
ミ
拾
い

で
す
。
か
な
り
汚
れ
て
い
た
公
衆

ト
イ
レ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
一
生
懸
命
掃
除

し
た
の
で
と
て
も
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
国
道
の
側
溝
な
ど
に
は
、

空
き
缶
や
空
き
瓶
、
た
ば
こ
の
吸

い
殻
を
は
じ
め
様
々
な
も
の
が
落

ち
て
い
ま
し
た
が
、
丁
寧
に
拾
い

集
め
ま
し
た
。

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会
で

は
、
11
月
か
ら
月
1
回
の
ペ
ー
ス

で「
小
麦
・
野
菜
の
栽
培
研
修
」を

行
っ
て
い
ま
す
。
11
月
14
日
に
行

な
っ
た
第
1
回
目
の
研
修
に
は
、

和
歌
山
市
や
大
阪
な
ど
か
ら
移
住

を
考
え
て
お
ら
れ
る
方
や
農
業
に

興
味
の
あ
る
方
9
名
が
参
加
さ

れ
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で

畑
を
耕
し
、
小
麦
と

大
麦
、
エ
ン
ド
ウ
の

種
蒔
き
と
玉
葱
の
植

付
け
を
行
い
ま
し
た
。

畑
で
の
作
業
を
通
し

て
、
町
の
気
候
や
自

然
の
様
子
を
知
っ
て

い
た
だ
く
機
会
や
移

住
の
き
っ
か
け
づ
く

り
に
な
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

防
災
意
識
を
高
め
よ
う
!!

各
地
区
で

　
防
災
訓
練
行
わ
れ
る

き
み
の
定
住
を

　
支
援
す
る
会
だ
よ
り

11
月
7
日（
日
）午
前
９
時
か
ら
、

福
田
地
区
自
主
防
災
組
織（
中
家

忠
詞
会
長
）に
よ
る
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
、
住
民
ら
約
60
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
消
火
器
使
用
訓
練
、

炊
き
出
し
訓
練
、
災
害
ビ
デ
オ
研

修
及
び
地
元
消
防
団
の
方
々
の
指

導
に
よ
る
消
火
栓
使
用
訓
練
に
真

き
れ
い
な
町
に

　
～
ク
リ
ー
ン
作
戦
～

毛
原
小
学
校

消火栓を使っての放水訓練

道路のゴミ拾いをする児童たち

平成22年度障害者福祉地域啓発事業の開催
ワークショップでいっしょに語ろう
　「ひとりひとりの願いに寄り添いたい」と語り、地域福
祉活動の第一線で活躍されている米川徳昭先生（社会福祉
法人ふたば会）を迎え、障害の有無、障害のちがいを越え
て、ワークショップを通じて交流を深めることを目的に開
催します。
■日時：平成23年２月26日（土）13:30 ～ 16:00
■場所：紀美野町総合福祉センター ３階多目的ホール
　　　　紀美野町下佐々 1408-4　
■内容：米川先生の講演を受けてワークショップを行う
　　　　テーマは、「あなたの、私の、いいところ」
　　　　（福祉作業所の自主製品の販売等もあります）
　参加申込みが必要です。平成23年２月３日（木）までに、
お電話またはFAXにてお申し込みください。
　参加定員は60名です。定員となり次第、申し込みをし
めきらせていただきますので予めご了承ください。
　なお、手話通訳が必要な方は「手話通訳希望」と、また、
要約筆記が必要な方は「要約筆記希望」と、申し込みの際
にお申し出ください。
■電話　482-0600　FAX　482-3786
■海草振興局健康福祉部保健福祉課　

一般向け学習会
テーマ「うつ病の理解と治療について
～対応に悩む家族・友人・同僚のために～」

■目　的
　うつ病は、日本人の15人に1人が一生に一度はかかる
といわれています。
　うつ病の治療には、本人の力と周囲の理解、安心して療
養できる環境が重要です。うつ病に関する正しい知識を学
び、対応方法を学ぶことを目的に学習会を開催します。

■講　師
　和歌山県立医科大学医学部
　神経精神医学教室　准教授　鵜飼　聡　先生

■日　時　平成23年2月17日（木）13:30 ～ 15:30

■場　所　海南保健所

■問い合わせ：海南保健所（℡482-0600）
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平成22年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ
■保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉

○野上第１保育所：１月２４日（月）	 ℡４８９－２１４４
○野上第２保育所：１月　４日（火）・１８日（火）	 ℡４８９－４９５３
○神 野 保 育 所：１月　５日（水）・１９日（水）	 ℡４９５－２０４９
○毛 原 保 育 所：１月１２日（水）・２６日（水）	 ℡４９９－０１３１

■遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター ℡489－2144まで〉
　※留守の場合は、野上第1保育所

○コアラ　　　１月１４日（金）９：３０～１１：３０　総合福祉センター（クッキング）
○カンガルー　１月２５日（火）９：３０～１１：００　子育て支援センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】動木156（℡489－2144）毎週月曜日（9:00～11:30・14:00～16:30）第1,3,5週の木曜日（9:00～11:30）
【自然体験世代交流センター】鎌滝636（℡495－3127）毎月第2,4週の木曜日（9:30 ～ 11:30）
【育児相談】センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。	

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成
一般健康相談

１月 24 日（月）14：00 ～ 16：00
※第２月曜日は祝日によりお休みです。

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 １月 24 日（月）14：00 ～ 16：00
※第２月曜日は祝日によりお休みです。

検 便 １月 24 日（月）14：00 ～ 16：00
※第２月曜日は祝日によりお休みです。

こ こ ろ の
健 康 相 談

心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科専門医師が相談に応じます。
※他の日は、精神保健福祉相談員が相談に応じます。

１月　６日（木）14：00 ～
１月１２日（水）　９：00 ～
１月２６日（水）13：30 ～
※予約制です。

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

１月 24 日（月）15：00 ～ 16：00
※第２月曜日は祝日によりお休みです。
※予約制です。

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　９：00 ～ 17：00
問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで		  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

献血にご協力お願いします
１月 17 日（月）		
10:00 ～ 12:00　紀美野町役場美里支所	
13:30 ～ 16:00　紀美野町役場本庁
※その日の健康状態や服薬等により、献血できない場

合があります。

健  康  相  談  の  お  知  ら  せ
■場所：総合福祉センター
■とき：５日、12日、19日、26日（水曜日）
■時間：午前９時～ 11時　■対象者：住民すべての方
■内容：健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談　・健診結果の相談　等

各種検診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後
のよりよい生活につなげましょう。
生活改善に関心のある方は、保健師、栄養士が相談に応じ
ますので、お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、
必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこ
ないます。

問い合わせ先：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

●虐待予防に関する相談窓口
　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕　平日（8：30 ～ 17：15）℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17：15 以降）℡４８９－２４３０
〔場　所〕　紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内

骨髄バンクドナー登録会
１月17日（月）	
10:00 ～ 12:00　紀美野町役場美里支所
13:30 ～ 16:00　紀美野町役場本庁
※献血バスとなりで実施
★登録できる方は18歳～ 54歳までの健康な方です。
★献血と同時に登録できます。
★登録についての説明は５～ 10分程度です。
◎登録を希望される方は下記までご連絡下さい。
海南保健所　衛生環境課
℡０７３－４８３－８８２５
午前９時～午後５時３０分（土日祝日は除く）	
※ご連絡のなかった方でも当日受付できます。

～２㎖の採血から始まる命のボランティア～

保健センターだより



2011.17

紀美野町では、7 年前から和歌山大学教育学部の本山
教授の指導で、介護予防のための筋力トレーニング教室
を開催しています。

今回は、本山教授をお迎えして、教室の卒業生が集まり、
あらためて運動の効果についてのお話しと、シニアエク
ササイズの運動を行いました。

本山教授のお話しは、①運動は、何歳から始めても効
果が期待できる、②運動はやめてしまうと、1 カ月程度
で元の状態に戻る、③運動を継続することで要介護状態
になることを予防する、④自分ひとりだけで運動をする
より、友達や仲間と一緒に運動するほうが、より介護の
状態になる時期を遅らせる、⑤ゆっくりした運動で筋肉
が太くなる、⑥おしゃべりをしたり、歌を唄いながら運
動すれば認知症が予防できる、ということでした。

特に、『友達と一緒に会話を楽しみながら歩いたり、み
んなで歌を唄いながら運動をすれば、体力がつくばかり
か脳が活性化する』のでお勧めということでした。

当日お話しの後、筋力トレーニングとして、声を出しな
がら座ったまま足や膝を持ち上げたり、立って足を開いた

障がい者巡回相談のお知らせ
海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。

「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などか
らのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。

巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

対象者 月日・場所・時間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方

1月4日（火）
美　里　支　所       9時30分～正午
総合福祉センター  13時30分～16時

●野上厚生病院内相談支援事業所　℡ 489-2908
●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター 「ゆめ」海南事業所　℡ 494-3539

身体障がいや
知的障がいの方・

家族の方

1月19日（水）
美　里　支　所       9時30分～正午
総合福祉センター  13時30分～16時

●療育センターＡ
あ お い

ＯＩ  ℡ 483-0454
●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター 「ゆめ」海南事業所　℡ 494-3539

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

インフルエンザ予防接種について
現在、季節性インフルエンザに新型インフルエンザワクチンが入った３価ワクチンの接種を実施しています。

対　象　者
(紀美野町に住民票を有する方） 接種期間 自己負担 持　ち　物 接種医療機関

①接種日において満65歳以
上の方で接種を希望する方 
②満60 ～ 64歳で一定の心
臓・腎臓・呼吸器の機能障害、
ヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫の機能障害を有する
方で接種を希望する方

平成23年1月末まで 1,000円
海南市・紀美野町以外で受
ける場合は紀美野町の予診
票	

県内受託
医療機関
※県外の医療機
関で受ける場合
は保健福祉課ま
でご相談くださ
い。

平成23年
2月～ 3月末まで 3,600円

上記①、②以外の方で、接種
を希望する方 平成23年3月末まで

１回目：3,600円
２回目：
2,550円（同医療機関）
3,600円（異なる医療機関）

お子さんは母子手帳 
※母子手帳のない場合は接
種後医療機関で済み証を発
行してもらって下さい。

接種可能な
医療機関

生活保護・非課税世帯（同一世帯全員が町民税がかかっていない世帯）の方は、接種費用の全額助成。妊婦さん、中学生まで
の子どもは半額助成制度があります。詳しくは保健福祉課（℡　４８９－９９６０）までお問い合わせ下さい。

り、スクワット運動などを行いました。
また、顔を使ったジャンケンゲームやステップ運動を

行った後、グループに分かれて交流会も行いました。
交流会では、『筋力トレーニングを始めてから風邪を引

かなくなった』『卒業生の自主グループに毎週参加し、お
しゃべりが楽しみ』『年に 1 回交流会を開催することで、
気持ちが引き締まっていい』というお話しがありました。

みなさん楽しい時間を過ごすことができたと喜ばれて
いました。

エクササイズで健康づくり
　20 ～ 50歳代くらいまでに適したちょっ
とハードなリズム運動です。運動不足を感じ
ている方、ダイエットしたい方、メタボが気
になる方歓迎です。音楽に合わせて身体を動
かせば、楽しくなり、気持ちいい汗を流して
リフレッシュできますよ。

【日　時】　平成23年１月20日～２月10日　毎週木曜日午後７時～８時30分
【場　所】　総合福祉センター　３階
【リズム運動講師】　りら創造芸術高等専修学校　校長　山上　範子先生
【内　容】　★リズム運動　１月20日・27日・２月３日
　　　　　※動きやすい服装でお越し下さい。飲み物・タオルをご持参下さい。
　　　　　★栄養学習とブラッシング指導　２月10日
　　　　　※バイキング形式の試食と栄養士・歯科衛生士のお話があります。

【その他】　保育コーナーを設けました。希望される方は事前に申し込んで下さい。
【申し込み締め切り】　１月14日（金）
【申込み先】　保健福祉課（℡　４８９－９９６０）
　　　　　　※応募者多数の場合は、お断りする場合があります。

健康実践インタビュー
（第９回 わかやまシニアエクササイズサポーター養成講座）　  平成22年12月2日
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当
は
、
次
代
の
社
会

を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち

を
応
援
す
る
と
い
う
趣
旨
の
も
と

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の

離
婚
や
死
亡
な
ど
に
よ
り
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
に
つ
い
て
手
当
を
支
給
す

る
制
度
で
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児

童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ

い
て20

歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た

は
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害
も

し
く
は
、
長
期
に
わ
た
る
安
静
を

必
要
と
す
る
病
状
に
あ
る
児
童
を

監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

問
い
合
わ
せ  

保
健
福
祉
課

℡　

４
８
９
―
９
９
６
０

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日

の
現
況
等
に
よ
り
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

平
成
22
年
１
月
２
日
か
ら
平
成

23
年
１
月
１
日
ま
で
の
間
に
、
次

の
よ
う
に
変
更
の
あ
る
方
は
、
税

務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
お
早
め

の
届
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
土
地
の
利
用
状
況
・
利
用
目
的

を
変
え
た
方
で
、
地
目
変
更
登
記

等
を
さ
れ
て
い
な
い
方

②
家
屋
を
取
り
こ
わ
さ
れ
た
方

③
新
築
・
増
築
さ
れ
た
方
で
、
家

屋
の
評
価
に
お
伺
い
し
て
い
な
い

方④
売
買
や
相
続
等
に
よ
り
未
登
記

家
屋
の
所
有
者
が
変
更
さ
れ
た
方

…

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、

給
与
支
払
者
が
、
所
得
税
の
源
泉

徴
収
と
同
様
に
、
毎
月
、
従
業
員

に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税

（
市
町
村
民
税
＋
県
民
税
）
を
徴

収
し
、
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度

で
す
。…

住
宅
用
火
災
警
報
器

購
入
補
助
の
ご
案
内
！

保
健
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
に
係
る
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す

従
業
員
の
個
人
住
民
税
の
特

別
徴
収
を
実
施
し
て
い
な
い

事
業
者
の
方
へ

  

法
律
等
の
定
め
に
よ
り
、
給
与

を
支
払
う
事
業
者
は
、
原
則
と
し

て
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
個

人
住
民
税
を
特
別
徴
収
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。…

詳
し
く
は
、
税
務
課
（
℡　

４
８

９
―
５
９
０
５
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

新成人のみなさんおめでとうございます　20歳から国民年金
日本に住む20歳から60歳未満のすべての人は国民年金に加入し、保険料を納めることになっています。
国民年金は、老後の生活保障だけでなく、万が一、病気やケガで障害が残ったときや、一家の働き手が亡くなっ

たときなど、あなたやあなたの家族を守ってくれます。
ただし、加入の届出や保険料の納め忘れがあると年金が受けられないこともありますので、「あの時に・・・」

と後悔する前に、国民年金に加入しましょう。

加入の手続きは、役場住民課、美里支所住民室または年金事務所へお尋ねください。
（20歳前に就職して厚生年金等に加入中の方は、加入手続きは不要です。）
なお、学生の方や収入が少なく保険料の納付が困難な方の場合は、「学生納付特例」や「若年者納付猶予」など

保険料の支払いを猶予する制度がありますので、国民年金の加入手続きと併せて申請してください。

■国民年金の給付は、３種類の基礎年金があります。
老齢基礎年金 障害基礎年金 遺族基礎年金

65歳から生涯受けられます。 病気やケガで障害の状態になった方が
受けられます。　　　　　　　　　　

夫が亡くなったときに子のある妻
または子が受けられます。　　　

被保険者
の種類 第１号被保険者 第3号被保険者 第２号被保険者

対象者
20歳以上60歳未満の自
営業の方、農林漁業の方、
学生の方など

第２号被保険者に扶養されている配偶者 会社員、公務員など

保険料
国民年金保険料

【定額】15,100円
（平成22年度）

被保険者本人は保険料負担を要しない。
配偶者の加入している年金の保険者が負担

厚生年金保険料率
16.058％

（平成22年9月現在）
労使折半で保険料負担

国庫負担 基礎年金の国庫負担割合については、平成21年４月1日より、それまでの1 ／ 3から1 ／ 2へ引上げ
られました。

■年金手帳は大切に保管しましょう
公的年金制度では、すべての制度に共通して使用される基礎年金番号が用いられています。
国民年金や厚生年金に加入すると基礎年金番号が記載された年金手帳が交付され、加入記録や保険料の納付状

況などがこの番号で管理されます。
年金手帳は、年金に関する手続きの際に必要となりますので、大切に保管してください。
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平成23・24年度国民健康保険野上厚生病院組合
入札参加資格登録申請書提出等について
　平成23・24年度において国民健康保険野上厚生病院組合が発注する
物品の購入、修繕、業務委託及び建設工事、測量建設コンサルタント等
についての入札等に参加を希望される方は、下記期限までに別紙資格登
録申請書を提出して下さい。

記
■提出期限
　平成23年２月１日（火）から平成23年２月28日（月）まで
　午前９時から午後５時まで（但し、祝祭日、土・日曜日は除く）
＊登録申請用紙は、当病院　総務課庶務係での配布の他、国保野上厚生

総合病院ホームページよりダウンロードできます。
■提出方法
　申請書の提出は持参又は郵送でもかまいません。（最終日の消印有効）
■申請書宛名
　国民健康保険野上厚生病院組合　管理者　寺本光嘉
■提出書類
＊物品購入等入札参加資格登録申請書　　１部
＊希望する資格の種類表（希望する業種に○を記入）
＊納税証明書（直近　消費税、法人税等）１部（コピー可）
＊建設、測量、コンサルタント業においては国土交通省統一様式添付の

こと。
■入札参加資格の有効期間（２年間）
　平成23年４月１日から平成25年３月31日まで。
　尚、登録は２年間有効としていますので、平成22年度に登録された
方は、今回申請する必要がありません。
■提出場所及び問い合わせ先
　午前９時から午後５時まで（但し、祝祭日、土・日曜日は除く）
　国保野上厚生総合病院事務局　総務課庶務係
　〒640-1141　和歌山県海草郡紀美野町小畑１９８番地
　℡073-489-2178（代）Fax073-489-5639
　URL　http://www.nokami-hospital.jp/

お忘れなく
償却資産（固定資産税）の申告は
　　平成23年１月31日（月）までに
　１月１日に紀美野町に償却資産をお持ちの方は、税務課まで申告書を
提出してください。
　なお、新たに事業を始められた方や申告用紙をお持ちでない方は、お
申し出ください。
償却資産とは
会社や個人で工場や商店などを経営されている方が、その事業のために
用いることができる土地・家屋以外の資産（機械・器具・備品など）をいい
ます。
償却資産の例

飲食店 理容業・美容業 工　場 医院・歯科医院
接客用家具・備
品、厨房設備、
テレビ、カラオ
ケセット、自動
販売機など

理・美容椅子、洗
面設備、 タオル
蒸器など

各種製造設備（施
盤、金型、プレ
ス機など）、受変
電備、構内舗装
など

各種医療機器
（ベッド、手術台、
Ⅹ線装置など）、
各種キャビネッ
トなど

ガソリンスタンド 建設業 小売店 農　業

オイルチェン
ジャー、洗車機、
ガソリン計量器、
照明設備など

ブルドーザー、
ポンプ、ポータ
ブル発電機、パ
ワーショベルな
ど

商品陳列ケース、
陳列棚、自動販
売機、冷蔵庫な
ど

ビニールハウス、
電動機、ボイ
ラー、歩行型ト
ラクターなど

お問い合わせは、税務課（℡４８９－５９０５）へ

職業訓練生の募集
就職に有利な専門的知識や技能を習得します。
募集訓練科　テクニカルオペレーション科（保全コース）
訓練期間　平成23年３月１日 (火)  ～ ８月29日 (月)
募集期間　平成23年１月７日 (金)  ～ ２月 ４日 (金)
受講料　無料（但し、テキスト代等は自己負担）
問い合わせ先 　独立行政法人雇用・能力開発機構和歌山センター訓練課
℡０７３（４６１）１５３２

紀美野町臨時職員の募集について
募集の内容は次のとおりです。
■勤務場所　紀美野町立野上小学校
　　　　　　（紀美野町動木1445番地）
■勤務内容　学校　校務
■募集人員　１名
■雇用条件　平成23年4月1日現在
　　　　　　18歳以上60歳までの方
■雇用期間　平成23年４月～９月
　　　　　　更新することがあります。
■勤務時間　原則として月曜日～金曜日
　　　　　　午前７時30分～午後２時30分（ただし水
　　　　　　曜日は午前９時30分～午後４時30分）
■休　　日　毎週土・日曜日・国民の休日
■賃　　金　時給700円（昇給、賞与及び退職金：無し）
■選考方法　面接試験
■試験日　平成23年１月27日（木）午前10時
■試験場所　紀美野町中央公民館２階視聴覚室
■申込方法及び締め切り
　履歴書持参の上　平成23年１月19日（水）までに下記
　へお申し込みください。（受付は月曜日～金曜日の午前
　８時30分～午後５時15分）
■申込先・お問合せ
　紀美野町教育委員会　総務学事課　℡４８９－５９１０

紀美野町臨時職員募集
■勤務場所　紀美野町田63　国吉診療所・出張所
■業務内容　診療所事務及び出張所事務
■賃　　金　日額　5,500円
■募集人員　１名
■雇用条件　平成23年1月1日現在

18歳以上60歳までの方でパソコンの操作
ができる方

■雇用期間　平成23年２月～３月
　　　　　　（更新することがあります。）
■勤務日時　月曜日～金曜日
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分
■休　　日　土・日曜日、国民の休日
■選考方法　面接試験
■試験日　　平成23年1月27日（木）午前10時～
■試験場所　紀美野町田63　国吉診療所
■申込方法及び締切	
　履歴書（写真添付）１通を持参の上、1月21日（金）まで
に下記へお申し込みください。
受付は月曜日～金曜日の午前８時30分～午後5時15分
■申込先　　紀美野町役場　住民課　℡４８９－５９０３

紀美野町のかみふれあい公園
臨時職員の募集について
■勤務場所　紀美野町のかみふれあい公園
　　　　　　（紀美野町西野971番地1）
■業務内容　公園運営受付業務
■賃　　金　日額5,500円（昇給、賞与及び退職金：無し）
■募集人員　1名
■雇用期間　平成２３年２月～３月
■勤務日時　火曜日以外で週３日程度（土日、国民の休日
　　　　　　勤務あり）午前８時45分～午後５時15分　
　　　　　　（うち昼休憩１時間）
■選考方法　面接試験
■試験日時　平成23年1月20日（木）午前９時
■申し込み受付期間
　平成23年1月6日（木）から平成23年1月18日（火）まで
但し、土、日、祝日を除いた午前９時から午後５時までの
時間帯
◎申し込み方法や募集内容の詳細に付きましては、
紀美野町産業課（℡４８９－５９０１）までお問合せくださ
い。



志
賀
野
地
区
公
民
館

作
品
展
示
会

１
月
22
日
（
土
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
展
示　

ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
、
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
花
作
り

(

寄
せ
植
え)

、
書
、
ビ
ー
ズ
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
、
地

域
の
子
ど
も
作
品
、
地
域
サ
ロ

ン
の
作
品
、
一
般
作
品　

他

■
芸
能　

午
後
１
時
30
分
〜

　

カ
ラ
オ
ケ
・
舞
踊　

他

■
茶
道　

午
後
１
時
30
分
〜

１
月
23
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
作
品
応
募

一
般
作
品
の
展
示
応
募
は
１
月

15
日
に
志
賀
野
地
区
公
民
館
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

志
賀
野
地
区
公
民
館
ま
た
は
中

央
公
民
館

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
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教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

ー
　
夢
に
向
か
っ
て
　
ー

円
　
広
志

　
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

■
入
場
料
（
全
自
由
席
）

　

前
売　

２
，
０
０
０
円

　

当
日　

２
，
５
０
０
円

※
予
約
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
前
売
で
完
売

し
た
場
合
は
、
当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
前
売
券
販
売
中　

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

文
化
セ
ン
タ
ー 

中
央
公
民
館  

美
里
支
所　

国

吉
・
長
谷
毛
原
・
真
国
出
張
所　

小
川
地
区
・
志
賀

野
地
区
公
民
館　

イ
シ
イ
楽
器（
イ
ズ
ミ
ヤ
和
歌
山
店
）

※
販
売
時
間
は
各
施
設
の
開
館
、
営
業
時
間
内
と
な

り
ま
す
。

※
未
就
学
児
の
ご
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

紀
美
野
町

　
　
　
　

紀
美
野
町
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

教
育
長　

橋
戸
常
年

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

か
つ
て
な
い
緊
張
感
を
持
っ
て

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

「
学
び
の
郷
」
の
教
育
行
政
を

お
預
か
り
し
て
９
ヶ
月
。
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
「
学
び
の
郷
」
に

値
す
る
施
設
と
と
も
に
、
輝
く
子

ど
も
と
学
び
続
け
る
人
々
が
あ

り
、
こ
こ
を
ふ
る
さ
と
に
活
躍
す

る
人
々
が
あ
る
。
紀
美
野
の
教
育

力
の
高
さ
を
実
感
し
た
時
間
で
し

た
。教

育
に
お
い
て
は
夢
を
持
つ
こ

と
、
持
た
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、そ
の
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
、

日
々
実
践
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の

夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
今
年
も

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

ご
指
導
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
時　

１
月
29
日
（
土
）

　
　
　

午
後
５
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）　

場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
（
み
さ
と
ホ
ー
ル
）
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【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

12
日　

ち
ぎ
り
絵
体
験

19
日　

お
は
な
し
会

26
日　

体
を
動
か
し
て
遊
ぼ
う

■
文
化
セ
ン
タ
ー

12
日　

お
は
な
し
会

19
日　

お
正
月
遊
び
を
し
よ
う

26
日　

体
を
動
か
し
て
遊
ぼ
う

じ
ど
う
か
ん
こ
ど
も
映
画

ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』

（
16
ミ
リ
実
写
版
）

■
日
時　

１
月
15
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

（
午
後
１
時
開
場
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
持
ち
物　

す
い
と
う

☆
お
や
つ（
ぜ
ん
ざ
い
）が
あ
り
ま
す
。

☆
当
日
受
付　

無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

℡
４
８
９
‐
５
９
０
９

天
文
教
室

「
祝
！
　
成
人
の
星
ぼ
し
」

■
日
時　

１
月
10
日
（
月
・
祝
）

　
　

午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台  

月
の
館

■
お
話　

矢
動
丸
泰（
天
文
台
長
）

■
備
考　

参
加
無
料
・
申
込
不
要

　

一
人
前
の
星
と
は
ど
ん
な
星
で

し
ょ
う
。
成
人
の
日
に
夜
空
で
輝

く
星
の
成
長
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

天
文
台
年
末
年
始
休
館

　

12
月
27
日
（
月
）
か
ら
１
月
４

日
（
火
）
ま
で
休
館
し
ま
す
。
ご

理
解
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

尚
、
新
年
の
営
業
は
１
月
５
日

（
水
）
よ
り
開
館
、１
月
６
日
（
木
）

よ
り
観
望
会
を
行
い
ま
す
。

き
み
の
絵
が
飾
ら
れ
て
い
る
よ

児
童
絵
画
展
示

■
展
示
期
間　

２
月
末
ま
で

■
中
央
公
民
館
・
役
場
展
示

【
第
一
保
育
所
】

つ
ち
だ
あ
お
い
・
ま
つ
も
と
ろ

う
ま
・
い
け
も
と
と
も
き
・
は

た
し
め
い
・
ま
え
さ
こ
ゆ
い

【
第
二
保
育
所
】

お
ぐ
し
ゆ
き
と
・
お
が
わ
か
ず

図
書
室
だ
よ
り

《
訂
正
と
お
詫
び
》

先
月
号
（
12
月
号
）
で
紹
介
し

ま
し
た
「
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
」

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、
油
谷
泉
里
さ
ん
で

す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～

【
三
百
冊
】

　

池
本　

智
輝
（
第
一
保
）

【
五
百
冊
】

　

住
田　

詩
音
（
下
小
４
年
）

【
九
百
冊
】

　

福
嶋　

理
紗
（
野
小
６
年
）

■
新
刊
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

「
ね
ず
み
き
ょ
う
だ
い
の

だ
い
か
く
れ
ん
ぼ
た
い
か
い
」

　
ま
つ
も
と
　
し
ゅ
ん
す
け
・
著

キ
ッ
チ
ン
、
子
ど
も
部
屋
、
お

風
呂
、
寝
室
・
・
・

家
を
舞
台
に
だ
い
か
く
れ
ん
ぼ

大
会
。
ね
ず
み
兄
弟
た
ち
は
、
ど

ん
な
場
所
に
隠
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。み

ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
探
す
の

が
た
の
し
い
絵
本
で
す
。

新刊紹介
【中央公民館】
「ブレイズメス１９９０」　　　　　　海堂尊・著
「原稿零枚日記」　　　　　　　　　小川洋子・著
「食感で生地を選ぶロールケーキ」　福田淳子・著
「季節の手作りジャムの本」　　　　渡部和泉・著
「リフォームの教科書」　　　　　　　中野博・著
「言葉はなぜうまれたのか」　　　岡之谷一夫・著
「ホネホネすいぞくかん」　　　　西澤真樹子・著
「いくつかな？」　　　　　　　　谷川俊太郎・著
「ねずみきょうだいのだいかくれんぼたいかい」
　　　　　　　　　　　まつもとしゅんすけ・著
「っぽい」　　　　　　ピーター・レイノルズ・著 ほか

【文化センター】
「抱擁、あるいはライスには塩を」　江國香織・著
「テティスの逆鱗」　　　　　　　　　唯川 恵・著
「若様組まいる」　　　　　　　　　　畠中 恵・著
「ええもんひとつ」　　　　　　　　山本兼一・著
「陽だまりの時間｣　　　　　　　　大平光代・著
「シリコンスチーマーでらくらくクッキング」
「いなばのしろうさぎ」　　　　いもとようこ・著
「へんしんマンザイ」　　　　あきやまただし・著
「トイレの神様」　　　　　　　　　植村花菜・著
「だいじょうぶ３組」　　　　　　　乙武洋匡・著
「借りぐらしのアリエッティ」　　 ﾒｱﾘｰ ･ﾉｰﾄﾝ・著 ほか

中
央
公
民
館
ふ
れ
あ
い

ル
ー
ム
に
地
域
の
サ
ロ
ン
か

ら
「
ち
ぎ
り
絵
」
を
教
え
に

来
て
く
れ
る
よ
。
み
ん
な
遊

び
に
き
て
ね
。

■
日
時　

１
月
12
日
（
水
）

■
時
間　

午
後
３
時
～
５
時

■
先
生　

希
望
が
丘
サ
ロ
ン

・
吉
見
お
き
ら
く
会
・
グ
リ

ー
ン
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

ま
・
は
っ
と
り
い
ぶ
き
・
う
し

ろ
に
い
な
・
か
い
と
あ
ゆ
み

【
野
上
小
学
校
】

岩
橋
加
奈
・
北
田
志
帆
・
南
直

希
・
山
本
奈
知
・
楠
木
万
菜
美
・

神
野
拓
仁
・
長
生
沙
羅
・
平
松

祐
奈
・
柳
瀬
可
奈
・
石
井
雅
規
・

奥
田
有
哉
・
髙
木
麻
理
菜

【
小
川
小
学
校
】

横
谷
甲
朱
・
津
﨑
安
加
里
・
吉

野
快
音
・
池
本
真
賢
・
宮
下
絵

菜
・
津
﨑
実
乃
里

【
野
上
中
学
校
】

井
上
明
日
美
・
浦
谷
朋
未
・
大

野
実
記
・
水
谷
智
尋
・
岩
橋
那

奈
・
上
杉
弥
優

■
文
化
セ
ン
タ
ー
・
美
里
支
所
展
示

【
神
野
保
育
所
】

さ
か
ぐ
ち
り
き
・
き
の
た
い
よ

う
・
な
か
に
し
し
ゆ
う
・
あ
ぶ

ら
や
き
ょ
う
い
ち

【
毛
原
保
育
所
】

お
お
た
か
あ
き
の
ぶ

【
下
神
野
小
学
校
】

古
田
祐
也
・
森
谷
澄
花
・
髙
田

咲
良
・
中
家
万
智
・
岩
根
愛
梨

・
坂
祥
太
郎

【
毛
原
小
学
校
】

岡
本
佳
歩
・
阪
口
愛
花
音
・
田

村
雅
・
岡
本
奈
々

【
美
里
中
学
校
】

浦
中
瑞
季
・
芝
山
慶
太
・
紺
谷

文
香

【
長
谷
毛
原
中
学
校
】

井
本
有
耶
・
前
窪
享
・
弓
庭
淳

史
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平
成
　
年
度
和
歌
山
県
軟
式
野

球
連
盟
学
童
部
海
南
海
草
支
部

お
別
れ
大
会
結
果

12
月
５
日
（
日
）、
東
部
グ
ラ

ン
ド
に
て
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
紀

美
野
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
２

チ
ー
ム
が
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。（
Ｂ
級
は
小
学
５
年
生
以
下
、

Ｃ
級
は
小
学
４
年
生
以
下
の
選
手

で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
す
。）

こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
て
い

ま
す
。結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｃ
級
【
優
勝
】
美
里
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

Ｂ
級
【
準
優
勝
】
野
上
少
年
野
球

ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
開
催

12
月
19
日
（
日
）、
ふ
れ
あ
い

公
園
に
て
第
５
回
紀
美
野
ふ
れ
あ

い
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

１
３
１
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
師

走
の
紀
美
野
路
を
激
走
し
ま
し

た
。
こ
の
大
会
を
支
え
る
た
め
ご

協
力
い
た
だ
い
た
、
た
く
さ
ん
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
か
み
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ

は
発
足
し
て
、
９
年
が
経
っ
た

陸
上
競
技
の
団
体
で
す
。
現
在

は
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

へ
加
盟
し
、
練
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
当
ク
ラ
ブ
で
は
、
陸
上

の
基
本
の
練
習
を
行
い
、
最
近

で
は
、
全
国
大
会
へ
出
場
す
る

選
手
も
い
ま
す
。
ま
た
、
体
を

動
か
す
こ
と
を
メ
イ
ン
に
置

き
、
縄
跳
び
や
鬼
ご
っ
こ
な
ど

楽
し
く
遊
べ
る
内
容
も
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
走
る
こ
と
は
、

ス
ポ
ー
ツ
の
原
点
だ
と
思
い
ま

す
。一

度
体
験
し
て
み
ま
し
ょ

う
!!

■
練
習
日
時

　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
～

■
場
所

　

ス
ポ
ー
ツ
公
園（
多
目
的
運
動
広
場
）

■
対
象

　

小
学
１
年
生
～
６
年
生

※
場
所
は
急
に
変
更
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
神
谷
ま
で
。

０
８
０
‐
５
３
３
２
‐
９
６
５
６

22

11
月
28
日
（
日
）、
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
・

下
神
野
小
学
校
に
て
、『
お
別
れ
』
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
大
会
に

海
南
市
か
ら
７
チ
ー
ム
を
招
待
し
、
大
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
優　

勝
】
う
つ
み
ジ
ュ
ニ
ア

【
準
優
勝
】
野
上
少
女
バ
レ
ー

【
３　

位
】
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ

紀
美
野
町
招
待
『
お
別
れ
』
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

わ
が
町
サ
ー
ク
ル

　
　「
の
か
み
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
団
員
募
集
!!

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
そ
の
五
十
七

「
あ
る
日
の
鳥
居
峠
」

　
　
　
　
町
誌
編
纂
室
　
森
下
誠

そ
の
日
の
鳥
居
峠
は
志
賀
野
の

歴
史
始
ま
っ
て
以
来
の
大
騒
動
で

し
た
。
な
に
し
ろ
完
全
武
装
の
武

士
団
千
人
が
殺
到
し
た
の
で
す
か

ら
。

時
は
文
久
三
年
（
１
８
６
３
）、

坂
本
竜
馬
は
す
で
に
脱
藩
し
て
天

下
の
形
勢
を
窺
い
、
徳
川
政
権
は

開
国
と
攘
夷
の
は
ざ
ま
で
ぶ
れ
に

ぶ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
孝

明
天
皇
の
側
近
を
中
心
と
す
る
攘

夷
急
進
派
が
、
八
月
十
三
日
京
都

を
出
発
し
同
志
を
募
り
つ
つ
南

下
、
十
七
日
奈
良
五
条
の
幕
府
代

官
所
を
焼
き
討
ち
し
て
代
官
四
人

を
殺
害
し
、
倒
幕
を
宣
言
し
ま
し

た
。　
　
　

彼
ら
は
「
天て

ん
ち
ゅ
う
ぐ
み

誅
組
」
と
名
乗
り
、

「
我
々
に
従
う
村
々
は
年
貢
を
半

分
に
す
る
」
と
い
う
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
を
掲
げ
た
の
で
勢
力
は
ま
た
た

く
間
に
数
千
人
に
膨
れ
上
が
り
、

高
野
山
へ
も
同
調
を
迫
り
ま
し

た
。
あ
わ
て
た
紀
州
藩
は
急
遽
高

野
山
防
衛
隊
を
編
成
、
そ
の
軍
団

が
柴
目
村
か
ら
鳥
居
峠
を
越
え
、

一
路
高
野
山
へ
急
行
し
た
と
推
定

さ
れ
る
の
で
す
。

和
歌
山
県
史
に
よ
れ
ば
、
藩
は

津
田
楠
右
衛
門
と
配
下
４
５
０

人
に
出
動
を
命
じ
、
こ
れ
に
同

調
し
た
和
歌
浦
法
福
寺
の
僧
道

龍
ら
３
８
０
人
が
合
流
、
八
月

二
十
六
、七
日
の
両
日
和
歌
山
を

進
発
し
、
高
野
山
に
向
か
っ
た
と

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
軍
団
が

鳥
居
峠
を
通
っ
た
と
い
う
史
料

は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

･･･　
　こ

の
続
き
は
次
号
へ
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  天文台だより
　２０１１年　新年を迎えて

天文台長　矢動丸　泰　

昨年は、はやぶさの年と言って良いかもし	
れません。７年あまりの旅を経て地球へ帰還	
し、世界で初めて小惑星イトカワから小さな	
カケラを持ち帰りました。
天文台は昨年、町内の小中学校や文化祭な	

ど、皆さんのところへたびたびお邪魔しまし	
た。そして、皆さんが星を見た時の歓声や笑	
顔など、たくさんのものを持ち帰ることが出	
来ました。
しかし私たちの目的は、はやぶさのように	

持ち帰ることではありません。皆さんに何か	
（記憶や感動など）を残すことです。イトカ	
ワのカケラのようにたとえ１００分の１ミリ	
以下と小さくても、皆さんに何かをもたらす	
ことを目指しています。
今年の天文台は、皆さんと接する機会をこ	

れまで以上に作っていきたいと考えています。
そして、一つ
でも多く、少し
でも大きな、何
かを皆さんに届
けられるよう努
力していきたい
と考えています。

歌
　
の
　
小
　
道

根
回
し
の
事
な
き
を
得
て
落
葉
焚
く
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
庭
武
彦

革
靴
を
磨
く
勤
労
感
謝
の
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
哲
夫

南
東
の
六
畳
の
間
の
小
春
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
惇
子

折
り
た
た
む
杖
を
鞄
に
冬
の
旅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
廣 

見
て
ゐ
し
が
何
も
覚
え
ず
日
向
ぼ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
重
信

物
忘
れ
し
て
な
ほ
忙
し
年
用
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
昭
子

谷
川
の
岩
に
付
き
た
る
冬
菜
屑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

初
霜
や
棚
田
も
畑
も
日
を
弾
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
哲
郎

石つ

わ蕗
日
和
少
し
疲
れ
し
脹ふ

く
ら
は
ぎ脛

　
　
　
　
　  

　
　
　
　 

松
山
亜
以
子

寒
月
の
高
き
へ
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

赤
あ
か
と
秋
が
熟
れ
て
る
檀

ま
ゆ
み

の
実

　
　
　
　
峡
の
み
空
を
な
お
深
く
せ
り
　
　
　
　
　
　
上
中
前
澄
子

木
曜
日
娘こ

の
来
る
日
な
り
い
つ
に
て
も

　
　
　
　
花
持
ち
く
る
る
娘
よ
あ
り
が
と
う
　
　
　
　
　
椎
山
初
子

昨
日
よ
り
今
日
ま
た
紅
い
木
の
葉
み
て

　
　
　
　
わ
れ
も
ひ
と
日
を
大
事
に
生
き
む
　
　
　
　
　
横
出
圭
子

永
遠
の
別
れ
と
な
り
し
里
人
の

　
　
　
　
お
も
か
げ
映
す
秋
の
夕
空
　
　
　
　
　
　
　
西
佐
古
祐
子

茜
さ
す
野
点
の
庭
に
萩
を
見
て

　
　
　
　
思
い
出
し
お
り
実
朝
の
和う

た歌
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
邦
彦

藤
袴
ほ
の
か
匂
ひ
て
咲
く
か
ら
に

　
　
　
　
一
枝
を
白
き
陶
に
さ
し
た
り
　
　
　
　
　
　
角
谷
と
し
み

山
々
に
四
季
あ
る
喜
び
散
歩
す
る

　
　
　
　
も犬
も
従
い
て
秋
め
く
風
受
く
　
　
　
　
　
　
　
黒
西
葉
子

わ
れ
ひ
と
り
乗
せ
た
る
の
み
に
晩
秋
の

　
　
　
　
朝

あ
し
た
の
街ま

道ち

を
バ
ス
走
り
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
河
野
昭
子

葉
ぼ
た
ん
の
色
あ
ざ
や
か
に
紅
さ
し
て

　
　
　
　
飾
る
新
年
も
う
す
ぐ
そ
こ
に
　
　
　
　
　
　
笹
田
美
代
子

  学校だより
　複式の授業で得た力を将来に！
	 紀美野町立小川小学校

ある日の全校フリートークの話題は「小川小学
校のよいところはどんなところですか。」全校での
米・野菜づくり、多彩なゲストティーチャー、朝の
10分間走･･･と挙がってくる中に「国語」がありま
した。理由は「複式だけどがんばっている」「自分
たちで授業を進めていける」「研究授業もあって全
国から先生たちが来てくれる」等様々ですが、複式
の国語に対して子どもたちなりに誇りを持っている
様子が伺えました。
平成20年度の本「和歌山発 3つのステップで読
解力をつける複式の国語科授業」の出版がきっかけ
となり、昨年度「全国複式国語授業研究会」が発足、
８月に夏季研修会、2月に冬季授業研修会を開催し
ています。今年度8月には県内外から100名近い先
生方が来校され、本校の5,6年生が講師の先生の示
範授業を受けました。また2月10日には全校児童の
フリートークや授業の様子を見ていただきます。
子どもたちはいつまでも複式学級にいるわけでは
ありません。しかし複式授業で身につけた自主学習
力や話し合う力は、中学
校や高校に行っても社会
に出ても生きてくる力だ
と考え、保護者や地域の
方に協力いただきながら、
児童・教職員全員でがん
ばっています。「天文台を照らす日の出」
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「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」

の
付
近
は
駐
車
禁
止
で
す
。

	

皆
さ
ん
は
、「
消
火
栓
」
や
「
防

火
水
槽
」
を
ご
存
知
で
す
か
？
こ

れ
ら
は
、
消
火
活
動
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
施
設
で
、
火
災
発

生
時
に
消
火
に
必
要
な
水
を
消
防

隊
に
供
給
す
る
も
の
で
す
。「
消

火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」
は
道
路

脇
や
歩
道
上
な
ど
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
位
置
を
示
す
た
め
に

標
識
を
掲
げ
て
い
る
も
の
、
路
上

や
蓋
に
マ
ー
キ
ン
グ
し
て
い
る
も

の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
消
防
水
利
等
の
周
辺

は
、
道
路
交
通
法
で
駐
車
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
隊

は
定
期
的
に
調
査
や
点
検
・
整
備

を
行
い
、
い
つ
ど
こ
で
火
災
が
発

生
し
て
も
、
直
ち
に
消
火
活
動
が

行
え
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す

が
、
火
災
発
生
時
に
「
消
火
栓
」

や
「
防
火
水
槽
」
付
近
へ
の
違
法

な
駐
車
車
両
が
障
害
と
な
り
、
消

火
活
動
を
妨
げ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
違
法
な
駐
車
は
、
一
刻
を

争
う
消
火
活
動
の
障
害
に
な
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
駐
車
禁
止
場
所

・
消
火
栓
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内

の
部
分

・
防
火
水
槽
の
吸
水
口
も
し
く
は
、

吸
管
投
入
口
か
ら
５
メ
ー
ト
ル

以
内
の
部
分

・
防
火
水
槽
の
側
端
又
は
、
こ
れ

ら
の
道
路
に
接
す
る
入
口
か
ら

５
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

・
指
定
消
防
水
利
（
プ
ー
ル
、
池

、
井
戸
、
河
川
等
）
の
標
識
が

設
置
さ
れ
て
い
る
位
置
か
ら
５

メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

※
そ
の
他

・
消
防
用
機
械
器
具
の
置
き
場

（
消
防
車
等
の
車
庫
や
ホ
ー
ス

格
納
庫
等
）
の
側
端
や
こ
れ
ら

の
道
路
に
接
す
る
出
入
口
か
ら

５
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

・
駐
車
車
両

の
右
側
の

道
路
上
に

3.5
メ
ー
ト

ル
以
上
の

余
地
が
な

い
場
合

１
月
17
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
日
」
で
す
。

平
成
７
年
１
月
17
日
５
時
46
分

に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

に
於
い
て
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
１

月
17
日
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
日
」、
１
月
15
日
～
21
日
ま

で
の
間
が
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
週
間
」
と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す
。

昭
和
24
年
１
月
26
日
、
世
界
的

至
宝
で
１
３
０
０
年
の
歴
史
を
持

つ
日
本
最
古
の
壁
画
が
描
か
れ
た

法
隆
寺
金
堂
が
焼
損
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
文
化
財
の
焼
損
が
相
次

い
だ
こ
と
か
ら
、
文
化
財
を
火
災

等
の
災
害
か
ら
保
護
す
る
と
と
も

に
、
文
化
財
愛
護
の
普
及
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
文
化
財

防
火
デ
ー
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

《
職
場
体
験
学
習
を
終
え
て
》

去
る
、
平
成
22
年
11
月
16
日
～

18
日
の
３
日
間
、
野
上
中
学
校
の

生
徒
が
職
場
体
験
学
習
の
た
め
消

防
署
を
訪
れ
、
救
急
・
救
助
・
放

水
訓
練
を
体
験
し
、
防
火
意
識
の

高
揚
と
救
命
活
動
に
対
す
る
正
し

い
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

■
申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

■
申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

ま
で

　
（
℡
４
８
９
‐
６
３
０
２
）

紀美野町消防訓練初め式
日時：平成 23 年１月９日（日）午前９時～
場所：紀美野町農村総合センター（野中）
◎紀美野町農村総合センターにおいて、消防職員及び消防団長
以下全団員が勢揃いして式典が開催され、その後、農村総合
センター下の河原で放水訓練（雨天中止）が行われます。
◎午前７時にサイレン吹鳴（１分間）をいたしますので、火災
等とお間違えのないようにお願いします。

井川　拓実君（左）
唐門　　佑君（右）井川　拓実君 唐門　佑君

番
９
１
１
は
助
救
・
急
救
・
災
火

「
消
し
た
か
な
」　

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉

11月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 38（４） （　）

　（　）

38（４）
一 般 負 傷 ７（　） （　） ７（　）
交 通 事 故 ２（　） ２（　）

６（　） ６（　）
（　）

そ の 他 （　）
合 計 53（４） 53（４）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
2
月
6
日
（
日
）
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活
い

き生
い

きレシピコーナー（第7回）
新しい年がスタートしました。
お正月は、年神様が家々を訪れ、一年の幸福を授けてく

れると言われています。
「門松」は、その神様が最初に降りてこられるところとし

て玄関脇に置きます。
「しめ飾り」は古い年の不浄を払い、清めるために、正面

玄関の軒下に吊るすものとされています。
お正月の三が日は飲食の機会が多く、お正月が過ぎる頃

には胃もたれなど、体調を崩す方も多いかと思います。今
回は、その疲れた体を休める、お腹に優しい「粥

かゆ

」のご紹介
です。

粥は喉通りが良く、体も温まりますので普段食べている
方も多いかと思います。特に茶粥はこの地方では一般的で
す。１月７日は五節句の一つ「人

じんじつ

日の節句」で、この日
を「七草の節句」などともいいます。１月７日の朝に食べる

「七
ななくさがゆ

草粥」は江戸時代に広まり、七草は早春にいち早く芽吹
くことから、邪気を払うといわれ、無病息災を祈って食べ
る粥のことです。この七草とは、セリ、ナズナ（ペンペン草）、
ゴギョウ（ハハコ草）、ハコベラ（ハコベ）、ホトケノザ（タ
ビラコ）、スズナ（カブ）、スズシロ（大根）で、それぞれに
パワーがあり、結構身近にある材料なので作ってみてはい
かがでしょうか。

七草粥　材料と作り方
（材料）

米　　　　１合
七草　　　適量

（セリ・ナズナ・ゴギョウ・
ハコベラ・ホトケノザ・
スズナ・スズシロ）　　　
塩　　　　少々
水　　　　９００ｃｃ

（作り方）
１、米はといで、水とともに鍋に入れて中火で炊き、沸

騰してきたら弱火にし、20分～ 30分炊く
２、（１）に細かく刻んだ七草を入れる
３、お粥が炊き上がる５分前に塩少々を振り入れて全体

を混ぜる
＊	 ごまを振って食べると香ばしくなり美味しいです

食べることは生きる源です。生活習慣を見直し、出来る
だけバランスの良い食事を新年から心がけましょう！

　産業課より

編 集 後 記
新年明けましておめでとうございます。
皆様方には、新春をお健やかにお迎えのことと存じます。
２０１１年が皆様方にとって良い年になりますよう心からお
祈り申し上げます。
これからも読みやすく親しまれる広報紙づくりに取り組ん
でいきたいと思いますので、本年もどうぞよろしくお願いしま
す。

紀美野町の人口

（平成22年11月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 10,801人
 …………　男　 5,034人
 …………　女　 5,767人
 …………数帯世 4,637世帯

日   時 イ ベ ン ト 名 開 催 場 所 問い合わせ （073）

３日（月・祝） 9:00 ～ ふれあい公園パークゴルフ場臨時営業【～４日（火）】 ふれあい公園パークゴルフ場 ふれあい公園 489-5300
４日（火） 役場仕事始め

〜４日（火） 天文台休館 みさと天文台 みさと天文台 498-0305
７日（金） 移動町長室【２０日(木)】 美里支所 総務課 489-5912

住民室　 495-3471
９日（日） 9:00 ～ 消防訓練初め式 農村総合センター 消防本部庶務課 489-6301
　〃 13:30 ～ 成人式 中央公民館 総務学事課 489-5910

10日（月・祝）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【16日(日)・30日(日)】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
　〃 14:00 ～ 天文教室「祝！成人の星ぼし」 みさと天文台 みさと天文台 498-0305

15日（土）13:30 ～ じどうかんこども映画まつり 中央公民館 青少年センター 489-5909
19日（水）13:00 ～ 行政相談 中央公民館・美里支所 総務課 489-5912

住民室 495-3471
22日（土） 9:00 ～ 志賀野地区公民館作品展示会【～ 17:00】 志賀野地区公民館 志賀野地区公民館 489-5145
23日（日） 9:00 ～ 　　　　　〃　　　　　【～ 16:00】 〃 　〃 〃
29日（土）17:00 ～ 円広志アコースティックコンサート 文化センター 文化センター 495-9055

１月
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柿などの農産物を買い求める人たちで
にぎわう会場

11
月
21
（
日
）、
農
村
総
合
セ

ン
タ
ー
周
辺
コ
ー
ス
に
お
い
て
、

和
歌
山
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
男
子
52

チ
ー
ム
、
女
子
47
チ
ー
ム
の
選
手

総
数
約
５
５
０
人
が
最
後
ま
で

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、勝
敗
を
競
い
、

女
子
の
部
で
野
上
中
学
校
が
大
会

新
で
見
事
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
５
人
が
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
し
、
他
校
を
寄
せ

付
け
な
い
、
圧
倒
的
な
勝
利
を
お

さ
め
ま
し
た
。
男
子
も
３
連
覇
は

逃
し
た
も
の
の
４
位
入
賞
と
好
走

で
し
た
。
そ
し
て
、近
畿
大
会（
男

女
共
）、
全
国
大
会
（
女
子
）
へ

の
出
場
を
果
し
ま
し
た
。（
敬
称

略
）

去
る
11
月
23
日
（
祝
）、
文
化

セ
ン
タ
ー
（
木
の
温
も
り
広
場
）

に
お
い
て
、農
林
商
工
ま
つ
り（
柿

の
市
）
が
、
多
く
の
方
々
の
ご
支

援
と
ご
協
力
に
よ
り
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
農
産
物
品
評
会

で
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
総
数

２
３
７
点
の
出
展
物
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
15
名
の
方
々
に
、
実
行
委

員
長
賞
ほ
か
各
賞
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。会

場
内
で
は
軽
食
・
農
林
海
産

物
・
日
用
雑
貨
品
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
を
は
じ
め
、｢

柿
種
飛
ば
し
・

柿
皮
む
き
大
会｣

な
ど
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
太
鼓
演
奏
「
鼓

響
ｊ
ｒ
（
ジ
ュ
ニ
ア
）」
や
よ
さ

こ
い
踊
り
（
紀
道
）
も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
農
産
物

な
ど
を
買
い
求
め
た
り
し
て
、
秋

の
一
日
を
満
喫
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
最
後
に
、
餅
投
げ
が
あ
り
盛

会
裏
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

見
事
な
農
産
物
が
並
ぶ
品
評
会（
上
）

15
名
の
方
々
に
実
行
委
員
長
賞
な
ど
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。（
下
）

女
子
の
部
：
優
勝

１
区　

細
峪　

由
麻
（
３
年
）

２
区　

山
本
紗
矢
香
（
１
年
）

３
区　

北　

ゆ
う
佳
（
３
年
）

４
区　

高
木
彩
雪
莉
（
２
年
）

５
区　

前
中　
　

歩
（
２
年
）

男
子
の
部
：
４
位

１
区　

東
本　

裕
起
（
３
年
）

２
区　

中
谷　

風
太
（
３
年
）

３
区　

池
原　

悠
葵
（
２
年
）

４
区　

畠
山　

博
貴
（
３
年
）

５
区　

西
川　

大
稀
（
３
年
）

６
区　

中
野
尻　

祥
（
３
年
）

※
皆
さ
ん
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
声

援
及
び
交
通
規
制
へ
の
ご
協
力
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

	

賞 名 受 賞 者 名(敬 称 略) 出 品 名 住 所

実行委員会長賞 西 浦 正 泰 ね ぎ 長 谷

実行委員会長賞 迎 井 孝 夫 自 然 薯 毛原下

町 長 賞 森 本 隆 弘 レ モ ン 長 谷

町 長 賞 中 西 一 好 さつまいも 下佐々

議 長 賞 山 本 重 代 小 か ぶ 国木原

議 長 賞 若　林　美喜子 小 豆 動 木

海草振興局長賞 楠 木 英 司 み か ん 動 木

ＪＡながみね賞 山 下 和 代 柿 釜 滝

ＪＡながみね賞 西 原 展 也 柚 子 梅 本

商 工 会 長 賞 重　谷　ヤエ子 里 い も 花野原

商 工 会 長 賞 北 阪 康 行 白 菜 長 谷

森 林 組 合 長 賞 大　家　紀巳雄 ヒ ラ タ ケ 小 西

NOSAI組合長賞 吉 瀬 文 男 キ ウ イ 長 谷

農業委員会長賞 大　野　カヨコ 大 根 下佐々

珍 品 賞 土 橋 弘 誠 チェロキア 動 木

農林商工まつり受賞者一覧

農
林
商
工
ま
つ
り（
柿
の
市
）開
か
れ
る

実
り
の
秋
を
満
喫
!!

実
り
の
秋
を
満
喫
!!

1位でゴールする前中　歩選手

県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

女 

子 

初
優
勝
!!

女 

子 

初
優
勝
!!

女 

子 

初
優
勝
!!

男
子
も
４
位
入
賞
《
野
上
中
学
校
》


